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経営幹部、 役員候補、 コ ア人材による

Ｖ Ｍ／見えるマネジメントシステム Visual Management 
＝目で見る経営

１ ． 概要

ＶＭ （目で見る経営＝広義のＶＭ）とは、

見えるマネジメントシステムのことであ

り、ＶＭ活動とは、全社・全部門・全職場

において、「方針・目標」、「マネジメント

システム」、「プロセス管理」、「成果」が見

えるように、目で見る管理（狭義のＶＭ）

ができるシクミづくりを推進しながら、生

産システムと 管理・事務システムの

維持管理活動と 改善活動を展開して

原価低減と収益増大を図り、終局的に

企業の経営体質の革新・強化を実現す

る活動のことです。（図１参照）

２ ． ねらい

激変する経営環境下で企業が生き残り、

発展していくためには、製造部門のみな

らず、企業のすべての部門の改革・革新

を図って、企業の総合的なマネジメント

力を強化していくこと＝「経営革新」を実

現するこ とが大切です。経営革新と

は“社員とりわけ経営管理職の意識の改

革・革新を図りながら、全社・全部門のマ

ネジメントシステムの改革・革新を 図り、

経営体質の改革・革新を 実現すること 

”であり、ＶＭを通じて、この経営革新を
実現していきます。（図２参照）

図１

Ｖ Ｍ概念図

方針・ 目標の見える化

◆全社、 部門方針・ 目標

◆日常管理業務の目標

ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ の見える化

◆管理システム
◆物的システム
◆事務システム

ﾌﾟﾛｾｽ管理の見える化

◆管理サイ ク ル
◆改善管理サイ ク ル

成果の見える化

◆部門成果（ 管理指標）
◆全社成果（ 財務指標・ 収益）

図 2

Ｖ Ｍ＝Visua l M anag ement

 「目で見る管理」＝狭義のＶ Ｍ

目で見る管理のし く み・
道具立

◆異常・ ムダ・ 問題点が
見える

◆適切なアク ショ ンを
タ イ ムリ ーに取る管理

３ ．ＶＭ活動の特色

(1) 個別に展開されている経営管理・改善活動及び経営管理・改善手法を包含し 、一元化し て推進す
ることができます

(2) 部門で発生している経営の実態、ムダ、異常、問題点等の経営課題とそれが業績にどのように影
響しているかが経営者や管理者が一目で見えるようになります

(3) 予防的管理サイクルと改善のサイクルを常に回しながら応急処置対策と再発防止対策を迅速かつ
タイムリーに実施することができます

(4 ) 全社、各部門の目で見てわかる方針・目標管理体制を確立し、それを達成するための手段として、
ＶＭ－ＦＭＳ（見えるフレキシブル生産体制）、ＯＶＭＳ（オフィスビジュアルマネジメントシステム）を
確立し 、改善の実施状況、目標の達成状況を定量的にレベル評価しながら成果を実現することが
できます

(5 ) 見やすさや美観を考慮し た「見えるマネジメントシステム」を構築することにより、社内が明るく活
性化するととも に、お客様など外部の方に感動を与え、好印象をもたらすことができます

「 目で見る経営」 ＝広義のＶ Ｍ

経営革新体系図
経営体質の改革・ 革新

変化対応 在庫削減 ﾘ ﾄーﾞﾀｲﾑ短縮  生産性向上 原価低減 収益増大

製造部門の改革・ 革新

◎生産システムの改革・ 革新
（ Ｆ ＭＳ の構築）

●管理システム
●物的システム

５ Ｓ ・ Ｖ Ｍの推進

ムダのない、 自律神経の行き届
いた、 目で見える職場づく り

社員の意識の改革・ 革新

・ 問題意識、 改善意識
・ 管理能力、 改善能力
・ リ ーダーシッ プ

管理・ 間接・ 営業部門の改革・ 革新

◎管理・ 事務システムの改革・ 革新
◎管理方式、 管理制度の改革・ 革新

５ Ｓ ・ Ｖ Ｍの推進

ムダのない、 自律神経の行き届いた、
目で見える職場づく り

コ ンサルテーショ ン・ 企業内研修事例詳細

５ Ｓ ・ Ｖ Ｍの推進



コ ンサルテーショ ン・ 企業内研修事例詳細

Ｖ Ｍ／見えるマネジメントシステム

４ ． 推進手順

Ｖ Ｍ活動の推進手順は以下のと おり です。

手順１ 方針・目的・目標の明確化と 組織化

手順2 Ｖ Ｍ診断による問題点と 改善点の把握

手順3 Ｖ Ｍ活動の具体的推進

管理･事務システム

      ●生産システムの基本的要件の改善
      ●管理システムの改善
      ●物的システムの改善

●５Ｓ活動の推進
●書類整理の実施
●ビジュアルファイリングシステムの確立
●ＶＭ（目で見る管理）の推進
●オフィスレイアウトの改善
●事務システム・手続きの改善と標準化
●責任権限の明確化

手順３において、生産システム、管理・事務システムの各項目について、各職場に
目で見る管理（狭義のＶＭ） の道具立を整備して、「目で見てわかる、ムダのない
職場づくり」を推進していきます。

５ ． スケジュール
実施期間は、企業規模、管理のレベル等により異なりますが、 通常１年～３年ぐらいになります。１年目では、社員の

意識改革・組織の活性化などの定性的成果が出始め、２年目以降、会社の業績に直結する定量的成果が出始め、３年

目終了時には、進化・定着化し、経営革新が図れるとともに、見る人に感動を与える職場にすることができます。

生産システム

（東京）〒102- 0083 東京都千代田区麹町３－２－６（垣見麹町ビル５階） 問い合わせ先
TEL：03- 5275- 7751 FAX：03- 5275- 7755  e-mail： tokyos@chusanren.or. jp

詳しいパンフレットもございます。ぜひご請求ください。ＶＭの道具立の例：ＶＭボード


